




































































































































































































































































因子名 因子内容 比率（％） 代　　表　　例
B 達成行動の強さ ！8．2 まじめに生きてきた
A 知名度と高業績 6．8 資格取得ができた
S 社会活動の貢献 13．6 家庭と家族を守ってきた
1 良い人柄と個性 9．1 人にやさしくしてきた




























因子名 因子内容 比　率（％） 代　　表　　例
B 達成行動の強さ 22．6 何事も一生懸命にやる
A 知名度と高業績 0 ｝S 社会活動の貢献 19．3 ボランティア活動をやる
1 良い人柄と個性 22．6 まじめな性格である
C 達成行動の信念 35．5 責任をもった仕事をする
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　そこで，これらの31例の記述を，仮説的な『偉大性』構造の「BASIC」理論に当てはめて考
察することを試みた。表5は，その結果をまとめたものである。
　（1）『達成行動の強さ』（B因子）は，Q氏のように「責任をもってやり通す」自分に誇りを感
　　じていることを自信をもって主張できる態度である。全体で22．6％の出現率であった。
　（2）『知名度と高業績』（A因子）は，1例の記述もなかった。
　（3）『社会活動の貢献』（S因子）は，U氏のようにボランティア活動的に「他者」へ貢献でき
　　ることに生きがいを感じる態度である。全体で！9．3％の出現率であった。
　（4）『良い人柄と個性』（1因子）は，Z氏のように「まじめ」な性格で他者とかかわることを
　　経験してきた態度である。全体で22．6％の出現率であった。
　（5）『達成行動の信念』（C因子）は，T氏のように「何事にも頑張ってきた」に代表される態
　　度である。全体で35．5％と最も高い出現率であった。
　以上のような結果から，特に中高年者における人格の『偉大性』を構成する要因の具体例を概
観すると，自分の責任で精一杯努力している『努力』の要因，自分の知性を高めるために業績を
あげる『業績』の要因，他者のために行動できる『貢献』の要因，他者からも好かれる性格を備
える『人柄』の要因，自分を最後まで表現できる『表現3の要因からなるものと思われた。
V。結 論
本研究は，以下のようにまとめることができる。
（1）中高年者は，自分の人生経験と比較するなかで，全体的に『偉大性』の項目に対しては，
　肯定的（そうだなあという気持ち）にとらえる傾向がある。
（2）『偉大性』項目のなかで，「努力する」「つくす」「助ける」などへの肯定率が高い。反対に，
　「頭脳」「業績」「権力者」などへの肯定率は低い。
（3）『偉大性』は，5因子（BASIC）で説明できる可能性がある。
（4）加齢にしたがって，人生への満足度も高まる傾向がある。
（5）中高年者自身の一生懸命さへの自己評価は，「自分をきちんと表現でき，最後まで頑張る
　努力の過程」というところにある。
⑥　中高年者自身の偉さへの自己評価は，「やさしく，まじめで，家族とともに生き，仕事に
　熱心で，責任ある行動をとる」ところにある。
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